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   文献

         1・緒  言

 人の手掌には多くの皮溝がみられるが，乳幼児

期から認められる主な届曲溝（俗にいう手筋）

は，Linea vitalis（生命線 揮指屈曲溝）Linea

cephalica（頭脳線，近位屈曲溝）， Lineamensalis

（感情線，遠位屈曲溝）の3溝である。この他，

運命線と称するものがあげられているが，乳幼児

には判明しないと言われている（浅野！）），これら

4溝の他にも，浅溝ではあるがいくっかの屈曲溝

がみられ，昔から西洋でも東洋でも手相学と称し

て各種屈曲溝について研究されて来たが，概して

第1図 手掌屈曲溝

遠位屈曲溝
 恩情線
Linea mensatis

占掌術に関するものが多かった．これが科学的に

研究され始めたのは可成り新しい事で，犯罪，遺

伝，人種研究の対象とされて来た．しかしその研

究業績は甚だ少なく，わが国では山本2）の各種手

掌屈曲溝の形態に．関する統計的研究，浅野八郎1）

の屈曲溝の形態統計的ならびに性格との比較研

究，平野3）の手掌にみられる桝掛に関する一般人

についての年令別・地方別出現頻度の研究がみら

れ，斉藤4）の学童についての四指織の研究発表が

ある。疾患との関係に関しては，わが国では椿原5）

の蒙古症の手掌四指籔の研究がみられるのみであ
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print and palmar crease in congenital cardiac malformation． （2） Hand palmar crease in congenital

cardiac malformation．
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る．かように手掌屈曲溝に関する医学的研究は未

だ極めて少数であって，特に先天性心奇形に関す

る該溝の業績は見当らない．よって著者は先天性

心奇形者にも手掌屈曲溝に異変が現われるか否か

を考えて研究する事とした．

        11・調査対象者

 対象者は，第1編において述べたと同様の者を調査対

象とした，すなわち他の奇形や，蒙古症を伴わない先天

性心奇形者0～24才の300名を選び，これに比較対照と

して，健康者0～35才の300名のものを用いた．

        皿・調査方法

 これまでの研究者は，屈曲溝の様相を種々に分類して

研究した．

 1） 山本2）は屈曲溝の走行様相から之を4種類に分け

た．すなわち

CXB

A

∫ 類

c

A

 ∬類

第2図

継増
 m類    m類

山本の分類法

 工類：屈曲溝Aが尺骨側より走って，第2指の基部あ

るいは第2，第3指中間に向い，屈曲溝BとCは第1，

第2指の中間において接合しているものを1類とし．

 丑類＝1類と異って屈曲溝Aが第1指，第2指中間に

向っているものをE類となし．

 皿類：屈曲溝Aの向う方向は1類と同様であるが，屈

曲溝BとCが分離するものを聾類とし．

 W類＝屈曲溝Aの向う方向は豆類と同様で，屈曲溝B

とCとが皿類と同様に分離しているものを1V類とした．

 2）浅野1｝は浅野式手相の型として，次の分類をし

た．

 生命線の型

 A型 生命線（栂指屈曲溝）の発端と，頭脳線（近位

屈曲溝）の発端が融合しているものをA型．

 B型＝生命線の発端が頭脳線と離れているものをB

型．

 C型：生命線と頭脳線が極端に離れているものをC

型．

 D型：生命線と頭脳線が途中まで一本の筋になって重

っているものをD型．

 生命線の型

叢論鯉濃愚
 A型  B型  C型  D型  E型  F型

頭脳線の型 1

感情線の型

込，導・

／

多

子

第3図 浅野の分類法

懲

 E型：頭脳線が生命線を横切って親指のつけ根のほう

に入っているものをE型．

 F型＝三線同一発端なるものをF型．

 頭脳線（近位屈曲溝）の型

 手首から感情線の発端までを図のように四等分して下

から1，2，3，4区分に分かち．

 L型＝1～2の部分で終るもの．

 0型：3の部分で終るもの．

 H型：4の部分より上で終るもの．

 感情線（遠位屈曲溝）の型

 1型＝第2指と第3指の中間で終るもの．

 」型：第3指の下で終るもの．

 lt型：第2指の下で終るもの．

 以上の如く分類している．

 3）椿原4＞，斉藤5＞は遠位屈曲搬と，近位屈曲鐵が融

合して一横搬となるものを四指綴と称し，平野はこれを

桝掛完全型と呼んだ．また，椿原，斉藤は手掌を僅に屈

曲すると四三鐵のように一科目呈するものを非形成と呼

び，平野はこれを桝掛不完全型と呼び，更にこれを12型

式に分類している．

 かように屈曲溝の研究には，3屈曲溝の様相に従って

分類が用いられているが，分類法は上述の如く区々別々

である．

 著者の研究対象とした屈曲溝とその様相分類は，紙面

上にプリントされた手掌陰影に基いて，3屈曲溝の形態

的な観察を行なうに当り，

 第1には橋形成．

 第2には近位屈曲溝と揖指屈曲溝との関係相．
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 B型：近位屈曲溝が見られず，遠位屈曲溝と扮指屈曲

溝とが連絡して橋形成をなすものをB型．

 C型：遠位屈曲溝，近位屈曲溝との間，および近位屈

曲溝と掴指屈曲溝との間にそれぞれ連絡溝を認めるもの

をC型．

 この3型を橋形成不完全型とした。

 3．担指屈曲溝と近位屈曲溝との関係相

f 型 ∬ 型

へo rU l tA

  m型        m型

第4図 橋形成完全型（四指繊）

 第3には撫指屈曲溝の様相．

以上の3項目に分けて統計的調査を行なった．

さて橋形成については，橋形成完全型（四羽撃）と不完

全型（仮性四指鐵）とに大別し，更にこれを次の如く分

類した．

すなわち次の4型を橋形成完全型と呼ぶことにした．

 1 橋形成完全型（四指織）

 1型：遠位屈曲溝と近位屈曲溝とが融合して一搬を成

すものを1型とした．

 9型：遠位屈曲溝はそのまま存在し，椀骨側より発し

た近位屈曲溝が真直ぐに延長して尺骨側に至るものを互

型．

 皿型＝近位屈曲溝はそのまま存在し，尺骨側より発し

た遠位屈曲溝が澆骨側に至り一泊を成すものを皿型．

 lV型：尺骨側より進んで来た遠位屈曲溝が挽骨側に至

り，近位屈曲溝と中間で合流して一一を成すものをW

型．

 以上の四型を橋形成完全型（四二搬）と呼ぶ事とし

た．

 2．橋形成不完全型（仮性四指織）

 遠位屈曲溝，近位屈曲溝の間に連絡溝があって，四指

織様の溝を呈するが，連絡溝が上記の2溝よりは微細に

して，四指引の如く一横搬をなさないもので，これを橋

形成不完全型として，次の3型を含ませる事とした．

 A型＝近位屈曲溝と，遠位屈曲溝とを結ぶ溝が存して

橋形成を成しているものをA型．
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第5図 橋形成不完全型（假二四脂玉）
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 撫指屈曲溝と近位屈曲雪起始部の離合状態から，4種

類に分けた．

 a型：梅指屈曲溝と近位屈曲溝とが起始部において結

合しているもの．

 b型：近位屈曲溝が，揖指屈曲溝を横切って交叉する

もの．

 c型＝拐指屈曲溝と，近位屈曲溝とが離れて起発して

いるもの．

 d型：近位屈曲溝が寸寸縁と離れて起始し，かつ六指

屈曲溝とも離れているもの．

 遠位屈曲溝と栂指屈曲溝との関係相を，以上の如く分

類して調査した．

 4．揖指屈曲溝の様相分類

 長さ；

 中指末関節の横鐡と，手首の二二の間を上中下に3等

分し，揮指屈曲溝の末端の存する場所によって上，中，

下と区別した．

   四

i
L

上

ノ 中

下

畏 さ

／

第7図

鑑
＼鯨
つ

ノ

断 線

栂指屈曲溝

f

   ei

ぶ
細 線

 断線；

 栂指屈曲溝が幾つかに寸断されて，一線を成さないも

のを“断線”と記載する．

 細線；

 栂指屈曲溝が異常に細く，不明瞭なものを“細線”と

した。

        W・成  績

 1．橋形成完全型（三指搬）について

 心疾患群および対照群の手掌の両側あるいは，

左右いずれかに橋形成完全型を有するものの数

は，第1表および第8図の如く，健康児でも四指

鐵はみられるが，心奇形群の方に多い．心奇形群

の橋形成完全型所有老は，男女合わせて15．3％で

あるが，これに対し，対照群は僅に6．0％であっ

て，先天性心奇形群は2．5倍であった．これを性

別にみると，女子において心奇形群が対照群に比

べて高率を占めている．

両男
掌1女1

塾震一

           圃…心奇形言主
           ［＝］・・一鑓照君≦
0／2345（5ア89／0〃f2 i3／415／6ノア／θ 多多

第8図 橋形成完全型（四指綴）

 次に如何なる型の橋形成完全型がみられるかを

知らんとして，型別分類を行なったのが第2表で

ある．調査人員が充分でないきらいがあるが，必

しも1型とは限らず，1，皿，N，および1＋皿，

E＋皿，II＋N，皿＋W，として現われ，左右掌

いずれとも一定した形成傾向を示さない．

 これを要するに，いずれかの型に属する橋形成

第1表 橋形成完全型（四指別雛）

性別

男

女

調査員数

157

150

143

150

群別

心

対

心

対

両  掌

実数   ％

12

6

6

2

7．6

4．0

4． 2

1．3

右  掌

実数 e／o

8 ［ 5．1

st［72一．o

6

3

．男十女
30引 心 18 6・・巨4

5．0

2．0

4． 7

左  掌

実数1％

総  掌

実劃％
7

3

4．5

2．0 i

27

12

300 対 8 2． 7 6

7 4．9

1 O． 7

14 4．7

2． 0 4 1．3

19

6

46

18

17．2

8．0

13． 3

4． 0

15． 3

6．0

注：太字はP＜0．05
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第2表 橋形成完全型別分類表

性別

男

女

調査員数

心二奇形
 157

対照
150

心奇形
 143

対照
150

型別

1

1

皿

1十1

1十皿

皿十N

皿十N

1

皿

皿

皿十皿

群別

心

対

心

対

心

対

心

対

町

田

心

対

心

対

心

組

心

対

三

百

心

臓

心

組

心

隔  掌

実剃％
2

1

1

1

2

1

3

1

1

1

1

o

2

o

o

1

1

o

2

1

1

o

1

o

1

対 1

1．3

O．7

O．6

O．7

1．3

O．7

1．9

O．7

O．6

O．7

O．6

1．3

O．7

O．7

1．4

O．7

O．7

O．7

O．7

O．7

右  掌

実釧％
1

o

1

1

3

1

3

1

1

o

2

1

1

1

2

1

O．6

O．6

O．7

1．9

O．7

1．9

O．7

O．7

1．4

O．7

O．7

O．7

1．4

O．7

左  掌

実数「％
1

1

1

o

2

1

3

1

2

1

1

o

2

o

2

o

O．6

O．7

O．6

1．3

oo
1．9

O．7

1．4

O．7

O．7

1．4

1．4

総  掌

実数 。／o

4

2

3

2

7

3

9

3

1

1

1

o

2

o

o

1

4

1

5

2

4

1

5

1

1

1

2．5

1．3

1．9

1．3

4．5

2．0

5．7

2．0

O．6

O．7

O．6

1．3

O．7

2．8

O．7

3．5

1．3

2．8

O．7

3．5

O．7

O．7

O．7

完全型は，健康者にも見られるものであるが，先

天性心奇形者セこは高率に現われることを認めた．

 2． 橋形成不完全型（仮性四指鍛）について．

 橋形成不完全型の頻度は，第3表および第9図

に示す如く，先天性心奇形者は対照群に較べて，

両掌に出現のものでも，また左右いずれかに出現

のものでも，また性別においても有意の差を示さ

なかった．

 橋形成不完全型を士別に観察しても，また特筆

すべき点を発見し得なかった．

第3表 橋形成不完全型（物性三指搬）

性別

男

女

男十女

調査員数

157

150

143

150

300

300

群別

心

対

心

対

心

対

両  掌

実数1％
10

5

6

11

16

16

6．4

3．3

4．2

7．3

5．3

5．3

右  掌

実数 ％

8

8

7

11

15

19

5．1

5．3

4．9

7．3

5．0

6．3

左  掌

実数 ％

8

4

8

8

16

12

5．1

2．7

5．6

5．3

5．3

4．0

総  掌

実数 。／o

26

17

21

30

47

47

16．7

11．3

14．7

20．0

15．7

15．7

一 736 一



99

ドi両男醇
掌庭≡三＝

              …心奇形言羊
              ・・一ヌ寸貝員群
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第9図 橋形成不完全型（假性三指搬）

r’TE－1．1・・
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 3． 栂指屈曲溝と近位屈曲溝関係相について．

 揖指屈曲溝，近位屈曲溝の関係は，第5表およ

び第10図の如くに，a型に属するものは心奇形群

では男女合わせて74．3％，これに対し対照群では

80．2％が現われ，両群間に相違は見られない．

第10図

iO 20 30 40 50 60 70 80 ％
栂指屈曲溝と近位屈曲溝との関係相（総掌）

 c型に属するものは，男女合わせて心奇形群で

は20．3％，対照群は！3．0％で，心奇形群に多い

が，統計上の有意差はみられない．

bおよびd型に属するものは，両群共に少数

で，いずれも半群間の差はない．

第4表 橋形成不完全二型別分類表

性別 調査員数L ^別

義

A

心奇形
 157

1対照
150

女

心奇形
 143

対照
150

C

A十B

A十C

B十C

A

B

c

A十B

A十C

B十C

群別
両  掌 右  掌 左  掌

実数 。／o 実剃％ 実釧％
総  掌

実数1％
心 2 1．3 4 2．5 3 1．9 9 5．7

対

心

3 3．3

2 1．3

6 4．0

1 O．6

3 2．0 12 8．0

1 O．6 4 2．5

対 1 O．7 o o

心 2 ！．3 i 3 1．3 1 4

対 1 O．7

心 1

対 。

心 2

対 o

O．6

1．3

2 1．3 1

2．5

0．7

1

9

4

U・71

心 1 O．6

対 。

5．7

3．7

1

0

O．7

2 1．3

o

1 O．6

o

心

対

3

5

2．1 5 3．5 4 2．8 12 8．4

3．3 9 6．0 6 4．0 20 13．3

心

対

心

対

心

対

心

o

1

2

O．7 1

o o

2 1．3 1

1．4 1

O．7 1

3

O．7

1 O．7

1

1 o・7ト

1

対 2

O．7

1．3

心 1 O．7

O．7 3 2．1

O．7 3 2．0

2．1 1 3 2．1

O．7 4 3．7

1 O．1

1

1

O．7

0．7

対 。

2 1．3

1 O．7

o
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第5表 栂指屈曲溝と近位屈曲溝の関係相

性別

男．

女

男十女

調査員数

心奇形
157

対照
150

心奇形
143

対照
150

心奇形
300

対照
300

型別

a

b

c

d

a

b

c

d

a

b

c

群別

心

対

心

対

双

対

双

対

心

置

心

対

心

対

心

対

心

対

心

対

心

対

d
心

対

両 掌

実数1％
91 ［ 58．0

106

1

1

70．7

O．6

O．7

右 掌

実数  ％
13

10

13

1

10

2

2

gl・L41S
8．7

O．6

2

o

8．3

6．7

1．3

1．3

5．7

1．3

左 掌

実数  ％

o

89

107

1

2

19

16

1

o

170

213

2

3

29

29

2

62．2

71．3

O．7

1．3

12．1

10．7

O．7

56．7

71．0

O．7

1．0

9．7

9．7

O．7

1

5

6

2

2

7

3

o

o

18

！6

4

4

16

5

o

15

9

2

2

11

2

2

9．6

6．0

1．3

1．3

7．0

1．3

1．3

O．7 i 2 1．3

3．5

4．0

1．4

1．3

4．9

2．0

10

7

2

2

5

3

2

2

7．0

4．7

1．4

1．3

3．5

2．0

1．4

1．3

6．0 i． 25 8．3

5．3

1．3

1．3

5．3

L7

16 1 5．3

4

4

ユ6

5

4

1．3

1．3

5．3

1．7

1．3

総 掌

実数  ％
119

125

5

5

30

17

3

3

104

120

5

6

31

22

3

2

223

245

10

75．8

o

83．3

3．2

3．3

19．1

11．3

1．9

2．0

72．7

80．0

3．5

4．0

21．7

ユ4．7

2．1

1．3

74．3

rl－gT． g 4

80．2

3．3

11 1 3．7

61 1 20．3

39

6

13．0

2．0

1．3 5 1 1．7

第6表栂指屈曲溝の末端終末区域

性別

男

女

男十女

調査員数

心奇形
157

対照
150

心奇形
143

対照
150

心奇形
300

対照
300

区域別

上

阪別
冊 掌

実剃％
心

1

対 。

中
心

対

18

8

下

上

中

心1138
対 142

心 。

対

心

。

対

下

上

中

下

心

対

心

置

心

対

心

対

19 ’

11

124

139
1

o

37

19

262

281

O．6

IL5
5．3

87．9

94．7

13．3

7．3

86．7

92．7

O．3

12． 3

6． 3

87．7

93．7

右 掌

実剃％
o

o

14 1 8．9

12 1 8．0

143 1 91．1
！gt！一s i－gz，，！．o

一〇

o

18

8

125

142
o

o

32

20

268

280

12． 6

4． 3

87．4

95．7

10．7

6．7

89．3

93．3

左 掌

実数  ％

総 掌

実剃％
o1 1 i O．6

o

14

o

sd．9  1T，  ibot．9

17 ’ v 11．3 37 1 24．7

143 1 91．9

133 88．7

110 1 70．1

o

o

24

23

119

127
o

o

38

40

262

ユ13

o

o

16．8

15．3

83．2

84．7

12．7

13．3

87．3

260 i 86．7

61

42

82

108
1

o

107

79

192

221

75．3

42． 7

28． 0

57．4

72’． O

O．3

55． 7

26． 3

64．0

73．7

注＝太字はP＜0．05
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男

上中下

女

上中下

男＋女

上中下

國一一

m＝コー

0  κ7 20 30 40 50 60  70 80 90 ／00  ％

zzzz…心奇形群

〔一一一対照響

第11図 掲指屈曲溝末端終末区域（総掌）

男

女難
男右掌

女

男左掌

女

馨i勢女手

zコー一一心奇形蓄

mコー一対照群

0   ！  2  3  4  5  6  7  8  9  〆0  〃  12  ク多

第12図 丁丁屈曲溝（断線，細線）

第7表 おミ｝重旨屈曲溝（断線，細線）

性訓調査。数

男

群別

157 心

150   対

両  掌

実数   ％

右  掌

実数 0／0

 左  掌

実数1％
8 5ユ 7 4．5

4 2．7 1 O．7

3 1．9

3 2．0

総  掌

実数1

18

8

％

11． 5

5． 3

143 心 4 2．8

女
150   対 4 2．7

2

1

1．4 1e

O．7 7

7．0 ！6 11．2

300 心 12

4．7 14 9．3

男＋列3。。
4．0 9 3．0 13 4．3 34 1 11．3

対 8 2．7 2 O． 7 10 3．3 20 6． 7

太字はP＞0．05

 4． 栂指屈曲溝の様相

 栂指屈曲溝の末端がいずれの区域に終末するか

は，第6表および，第11図に示す如く，男女合計

でみると先天性心奇形者でも，健康者でも下区域

に終るものが最も多く，次が中区域に終るもの

で，上区域に終るものは最も少ない．下区域に終

るものは両群とも大差なく，中区域に終るものは

有意差をもって心奇形群に多い．

 これを両掌出現についてみても，同様に心奇形

群に多い傾向がみられた．（13．2％：6．3％）．

 断線および細線

 栂指屈曲溝が寸断されていて一線をなさないも

のは，第7表および第12図の如く，片掌又は両掌

の男女合計において，心奇形群11．3％，対照群6・7

％で，心奇形群が有意差を持って多い．特に男子

に多く，右掌において顕著である．

        V・考  察

 古来より，西洋においても東洋においても，手

相学として手掌の屈曲溝が研究されてきたが，医

学的に診断的意義のあることを唱えたのは1866年

Langdon Down6）の蒙古症についての研究が始

めである．その後も多くの学者が蒙古症と手掌屈

曲溝の異常に注目し，蒙古症と手掌屈曲溝の発表

もされるようになり，わが国でも椿原5）の報告が

あり，蒙古症と四指搬（Vier丘nger－fruehe Four一

応nger Line， Simian Line）は周知の事実となっ

た．続いて染色体異常の研究が発達し，染色体異

常と併わぜてD－1Tris・my7）症候群患者， Turner

症候群患者8）9）にも三指搬の出現が多数であると

いう報告がなされた，しかし，先天性心奇形者に

ついての手指搬に関する文献は見当らない．

 発生学の成書10）によると，十指屈曲溝，近位屈

曲溝，遠位屈曲溝の3溝は，胎児において既に認

められると述べているが，平野3）の研究をみる

と，この3溝は不変的なものでなく，年令的，職

業的に推移することが考えられ，また地方的にも

差がみられると報告されている．著者の対象とし

て選んだ先天性の心奇形群は，東京女子医科大学

一739一
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第 8 表

研究者

齊 藤

（昭32）

平 野

（昭35）

著 者

著 者

椿 原

（昭36）

平 野

（昭35）

調査入端

1625

5272

300

300

150

474

対 象

学 童

一般人犯罪者含

健康者

先天性心奇形者

蒙古症

犯罪者

屈曲三種類

四 指 鐵

橋 形 成

桝掛完全型
〃不完全型

橋形成完全型

〃不完全型

〃完全型
〃不完全型

四 指 搬

橋 形 成

桝掛完全型
桝掛不完全型

。／o

男 女 計

7．4

11．2

10． 35

33． 67

8．0

11．3

17．2

16．6

20．7

15．3

4．4

5．0

5． 61

51． 45

4．0

20．0

13．3

14．7

22．0

10．0

5．9

8．1

7． 98

42． 56

6．0

15．．7

15．3

15．7

42．7

25．3

13． 08

46． 84

小児科，および，同心臓血圧研究所に入院したも

ので，全国より集まったものと考えられ，地方的

な差は考慮に入れてない．また対照群は東京在住

のもので，地方差は判明しない．年令的には両群

共0～35才までの者であるが，15才以下の者が殆

どを占めている．

 著者の成績をわが国の正常児および一般人につ

いての研究成績と，蒙古症や犯罪者のものと比較

を試みたところ，第8表の如くに，学童を対象と

した斉藤4）の成績，一般人を対象とした平野の報

告と比較すると，目指織については，著者の対照

群における値とほぼ似ているが，橋形成（斉藤

4）），桝掛不完全型（平野4）），橋形成不完全型（著

者）として分類された成績は，表の如くに差がみ

られる．これは各調査者がどのような形態のもの

を橋形成および桝掛不完全型として選出したかの

差によるものではないかと思われる．表の如くに

蒙古症に出現する四三織の多数には較べられない

が，健康者，学童におけるよりも，明らかに先天

性心奇形者に橋形成完全型が多数出現レた事は意

義があると考える．

 掴指屈曲溝と近位屈曲溝の起始部の様相におい

ては，浅野1）によると，起始融合の者は約73％く・

らいであると述べており，山本2）は80％以上であ

ると述べている．著者の調査では，心奇形群では

72．6％，健康対照群では77％で，いずれも相似た

成績を示し，しかも心奇形に特有ではない．

 更に栂指屈曲溝においても，医学的な文献は見

当らぬが，浅野1）によると，栂指屈曲溝の起始部

の異常および溝の乱れは疾病と関係が深いと述べ

ていることからも，著者の調査で，明らかに長さ

の短いもの，寸断されていて一線をなさないもの

の出現が奇奇層群に多数であったということは，

手相学と一致している．

 手掌屈曲溝とと先天性奇形との因果関係は不明

であるが，皮膚隆線の変化と共に，手掌の主な屈

曲溝において異常ある事を認めたので，先天性奇

形の診断，遣伝などについて，参考とならぽ幸と

考える．

       VL 総  括

 1．橋形成完全型（四指織）は，健康者にも出

現するが，健康者に比べて心奇形群に多く現われ

た．

 2．橋形成不完全型（仮性四三織）の出現は，

心奇形群と対照群との間に差を認めない．

 3．目指屈曲溝と近位屈曲溝の離合状態は，両

群間に差を認めない．

 4．心奇形群においては，揖指屈曲溝が中区域

に終るもの，又は断線をなすものが，健康児に比

べてやや高率である．

       V皿・結  語

 第1編において述べた先天性心奇形者の手掌皮

一 740 一
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膚隆線についての研究に併わせて，本編において

は手掌屈曲溝の形態的考察をしたので報告した．

 稿を終るに当たり，御指導，御校閲を賜わった恩師

磯田仙三郎教授に深謝致します．
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